
(57)【要約】

　【解決手段】　ヘッド本体、少なくとも一個の弾性振

動吸収材および少なくとも一個の調整部材により構成さ

れる。ヘッド本体にはフェース板（１１）が結合され、

弾性振動吸収材はフェース板の背面と適当に接触するよ

うに形成される。調整部材は弾性振動吸収材がフェース

板に当接する緩さを調整するのに用いられるため、弾性

振動吸収材の弾性圧縮の特性を変えることによって余震

を有効に吸収すると共に、打球の応力の減損を避けるこ

とができるように構成されている。

　【効果】　性振動吸収材をフェース板の後方に貼接し

、調整部材を利用して弾性振動吸収材がフェース板に当

接する緩さを調整し、弾性圧縮の特性を変えることによ

り、振動吸収の増強または打球応力の減損の免れを選択

することができるため、クラブの握持の快適さを増やし

、打球の正確性を高め、さらに全体の打球の性能を確保

することができる。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ヘ ッ ド 本 体 （ １ ） 、 少 な く と も 一 個 の 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） お よ び 少 な く と も 一 個 の 調
整 部 材 （ ３ ） に よ り 構 成 さ れ る 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 で あ っ て
、 ヘ ッ ド 本 体 （ １ ） に は フ ェ ー ス 板 （ １ １ ） と 少 な く と も 一 個 の 収 容 室 （ １ ３ ） が 設 け ら
れ 、 フ ェ ー ス 板 （ １ １ ） の 正 面 は ゴ ル フ ボ ー ル を 打 球 す る の に 用 い ら れ 、 収 容 室 （ １ ３ ）
は ヘ ッ ド 本 体 （ １ ） の 後 方 に 設 け ら れ る と 共 に 、 フ ェ ー ス 板 （ １ １ ） の 背 面 ま で 連 通 す る
よ う に 形 成 さ れ 、 少 な く と も 一 個 の 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） は 弾 性 材 料 に よ り 製 成 さ れ る と
共 に 、 収 容 室 （ １ ３ ） の 内 部 に 収 容 さ れ 、 さ ら に 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） は フ ェ ー ス 板 （ １
１ ） の 背 面 と は 部 分 的 に 接 触 す る よ う に 形 成 さ れ 、 少 な く と も 一 個 の 調 整 部 材 （ ３ ） は 弾
性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） が フ ェ ー ス 板 （ １ １ ） に 当 接 す る 緩 さ を 調 整 す る の に 用 い ら れ 、 弾 性
振 動 吸 収 材 （ ２ ） の 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 変 え る こ と に よ っ て 余 震 を 有 効 に 吸 収 す る と 共 に 、
打 球 の 応 力 の 減 損 を 避 け る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク
ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 調 整 部 材 （ ３ ） は ね じ か ら な る と 共 に 、 外 ね じ （ ３ １ ） が 設 け ら れ 、 さ ら に 収 容 室 （ １
３ ） に は 対 応 す る よ う に 内 ね じ （ １ ３ １ ） が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 調 整 部 材 （ ３ ） の 外 表 面 に は 他 に 少 な く と も 一 個 の 凹 欠 溝 （ ３ ２ ） が 設 け ら れ 、 凹 欠 溝
（ ３ ２ ） に よ り 調 整 部 材 （ ３ ） を 調 整 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の
振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） は 貼 接 の 方 式 で 収 容 室 （ １ ３ ） の 内 部 に 収 容 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） は ゆ る み ば め の 方 式 で 収 容 室 （ １ ３ ） の 内 部 に 滑 動 自 在 に 収 容 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 収 容 室 （ １ ３ ） と 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） は フ ェ ー ス 板 （ １ １ ） の ス イ ー ト ス ポ ッ ト の 背
面 に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ
ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 収 容 室 （ １ ３ ） と 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） は フ ェ ー ス 板 （ １ １ ） の 余 震 が 集 中 す る 区 域 の
背 面 に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ 、 例 え ば 背 面 の ヒ ー ル 部 と ト ウ 部 の 位 置 に 形 成 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） に は エ ア バ ッ グ （ ２ １ ） と 気 室 （ ２ ２ ） が 含 ま れ 、 エ ア バ ッ グ （
２ １ ） は 封 止 状 に 形 成 さ れ 、 さ ら に 気 室 （ ２ ２ ） に は 少 な く と も 一 部 分 の 気 体 が 充 填 さ れ
る こ と に よ り 、 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） に は 気 体 に よ る 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 有 す る よ う に 形 成
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 吸 収 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） の 気 室 （ ２ ２ ） は 外 部 の 大 気 に 相 対 し て 等 圧 、 高 圧 に な る こ と が
で き る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク
ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） の 気 室 （ ２ ２ ） に は 一 部 分 の 液 体 （ ２ ３ ） を 注 入 す る こ と が で き
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 液 体 （ ２ ３ ） は 水 、 油 、 ゲ ル 状 流 動 物 、 無 腐 食 性 の 水 溶 液 、 有 機 溶 液 、 混 合 溶 液 、 粘 着
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性 を 有 す る 溶 液 か ら 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ
ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） は 中 実 の 固 体 構 造 か ら な り 、 さ ら に 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） に は 固
体 の 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 吸 収
の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） と 調 整 部 材 （ ３ ） は 一 体 成 形 に な る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ヘ ッ ド 本 体 （ １ ） は ア イ ア ン 型 の ヘ ッ ド か ら な り 、 ヘ ッ ド 本 体 （ １ ） に は キ ャ ビ テ ィ （
１ ２ ） が 設 け ら れ 、 キ ャ ビ テ ィ （ １ ２ ） に は フ ェ ー ス 板 （ １ １ ） の 背 面 が 露 出 さ れ 、 さ ら
に 収 容 室 （ １ ３ ） は キ ャ ビ テ ィ （ １ ２ ） と 連 通 す る こ と が で き る よ う に 形 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 弾 性 振 動 吸 収 材 （ ２ ） は 弾 性 材 料 に よ り 製 成 さ れ 、 例 え ば ゴ ム 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 熱 塑 性
弾 性 材 、 高 分 子 弾 性 樹 脂 に よ り 製 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 振 動 吸 収 の 調
整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 上 記 弾 性 材 料 の シ ョ ア ー 硬 度 は 好 ま し く は shore Ａ  １ ０ か ら shore Ｄ  ３ ０ の 間 に 介 在
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 振 動 吸 収 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に 関 す る も の で 、 特 に 調 整 部
材 を 利 用 し て 弾 性 振 動 吸 収 材 の 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 調 整 す る こ と が で き る 振 動 吸 収 の 構 造 に
係 る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 振 動 吸 収 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 と し て は 、 図 ６ に 示 す よ う に ヘ ッ ド 本
体 １ ０ ０ お よ び 振 動 吸 収 材 ２ ０ ０ が 含 ま れ る 。 ヘ ッ ド 本 体 １ ０ ０ に は フ ェ ー ス 板 １ ０ １ と
キ ャ ビ テ ィ １ ０ ２ が 設 け ら れ る 。 フ ェ ー ス 板 １ ０ １ は ゴ ル フ ボ ー ル を 打 球 す る の に 用 い ら
れ る 。 キ ャ ビ テ ィ １ ０ ２ は 振 動 吸 収 材 ２ ０ ０ を 収 容 す る の に 用 い ら れ る 。 振 動 吸 収 材 ２ ０
０ は 好 ま し く は 硬 度 が shore Ｄ  ２ ０ か ら ５ ０ の 間 に 介 在 す る 材 料 か ら 選 択 し 、 例 え ば ポ
リ ウ レ タ ン （ polyurethane ， PU） で あ る 。 こ れ に よ り 、 打 球 時 に お い て 、 振 動 吸 収 材 ２
０ ０ に よ り 打 球 時 に 生 じ た 余 震 を 適 当 に 吸 収 す る こ と が で き る た め 、 使 用 者 の 手 部 の 握 持
の 快 適 さ を 相 対 的 に 増 や す こ と が で き る よ う に と し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を
参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 番 号 第 ５ ， ２ ９ ０ ， ０ ３ ６ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の よ う な 従 来 の 振 動 吸 収 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に お い て は 、 力 学 の 分 析
上 に お い て 打 球 の 正 確 性 と 方 向 の コ ン ト ロ ー ル 性 を 高 め る べ く 、 ゴ ル フ ボ ー ル が フ ェ ー ス
板 １ ０ １ と 接 触 し 始 め た 時 、 フ ェ ー ス 板 １ ０ １ は 好 ま し く は 微 小 な 打 球 の 応 力 の 作 用 を 受
け な け れ ば な ら ず 、 そ し て 迅 速 に 大 量 な 圧 縮 変 形 に 形 成 さ れ る 。 そ れ に 反 し て 、 ゴ ル フ ボ
ー ル が フ ェ ー ス 板 １ ０ １ か ら 離 れ よ う と す る 時 、 フ ェ ー ス 板 １ ０ １ は 好 ま し く は 最 大 な 弾
性 変 形 量 か ら 現 状 ま で 迅 速 に 弾 性 回 復 し な け れ ば な ら ず 、 こ の よ う に し て 比 較 的 強 い 反 発
作 用 力 が 形 成 さ れ て ゴ ル フ ボ ー ル に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と が で き る 。 し か し 、 フ ェ ー ス
板 １ ０ １ が 連 続 的 な 弾 性 変 形 の 期 間 に お い て フ ェ ー ス 板 １ ０ １ に は 必 ず 後 方 へ 向 い て 圧 力
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が 生 じ る た め 、 振 動 吸 収 材 ２ ０ ０ の 体 積 が 変 形 す る よ う に 圧 縮 し て し ま う と い う 問 題 点 が
あ っ た 。 し か し 、 異 な る 選 手 に よ っ て ス イ ン グ の 力 や 角 度 も 異 な り 、 さ ら に 一 組 の ゴ ル フ
ク ラ ブ で 長 さ の 異 な る 各 種 の ク ラ ブ が 揃 っ て い る た め 、 異 な る ク ラ ブ ヘ ッ ド の 間 に も 異 な
っ た 打 球 の 特 性 が 強 調 さ れ 、 例 え ば 比 較 的 長 い ク ラ ブ に は 比 較 的 遠 い 打 球 の 飛 距 離 が 要 求
さ れ る の に 対 し 、 比 較 的 短 い ク ラ ブ に は 比 較 的 よ い コ ン ト ロ ー ル 性 が 要 求 さ れ 、 或 い は 比
較 的 長 い ク ラ ブ に よ る 打 球 の 飛 距 離 を 少 し 減 ら す こ と に よ り 、 比 較 的 よ い コ ン ト ロ ー ル 性
を 獲 得 す る こ と も で き る が 、 市 販 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド で は 変 更 で き な い 単 一 な 打 球 の 特
性 だ け 有 し て い る た め 、 ク ラ ブ ヘ ッ ド が 打 球 の 飛 距 離 と コ ン ト ロ ー ル 性 の 間 に 平 衡 点 を 求
め る の を 調 整 す る こ と が で き ず 、 或 い は 個 人 に よ る 異 な っ た 需 要 性 に 応 じ て 調 整 を 行 う こ
と が で き な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 そ の た め 、 上 記 の よ う な 従 来 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能
な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を さ ら に 改 良 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て 発 明 し た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、
弾 性 振 動 吸 収 材 を フ ェ ー ス 板 の 後 方 に 貼 接 し 、 さ ら に 調 整 部 材 を 利 用 し て 弾 性 振 動 吸 収 材
が フ ェ ー ス 板 に 当 接 す る 緩 さ を 調 整 し 、 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 変 え る こ と に よ り 、 振 動 吸 収 の
増 強 ま た は 打 球 応 力 の 減 損 の 免 れ を 選 択 す る こ と が で き る た め 、 ク ラ ブ の 握 持 の 快 適 さ を
増 や し 、 打 球 の 正 確 性 を 高 め 、 さ ら に 全 体 の 打 球 の 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 振 動 吸 収
の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 第 一 の 目 的 は 、 フ ェ ー ス 板 の 後 方 の 適 当 な 位 置 に 弾 性 振 動 吸 収 材 を 貼 接 さ せ 、
さ ら に 調 整 部 材 を 利 用 し て 弾 性 振 動 吸 収 材 が フ ェ ー ス 板 に 当 接 す る 緩 さ を 調 整 し 、 弾 性 圧
縮 の 特 性 を 変 え る こ と に よ り 、 ク ラ ブ の 握 持 の 快 適 さ を 増 や し 、 打 球 の 正 確 性 を 高 め 、 さ
ら に 全 体 の 打 球 の 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド
の 構 造 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 二 の 目 的 は 、 フ ェ ー ス 板 の 後 方 に 弾 性 振 動 吸 収 材 を 設 け 、 弾 性 振 動 吸 収 材 は
エ ア バ ッ グ と 気 室 に よ り 組 成 さ れ る と 共 に 、 気 体 に 類 似 し た 弾 性 圧 縮 の 特 性 が 形 成 さ れ る
こ と に よ り 、 打 球 の 応 力 の 減 損 を 避 け る こ と が で き る た め 、 全 体 の 打 球 の 性 能 を 確 保 す る
こ と が で き る 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を 提 供 し よ う と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 三 の 目 的 は 、 フ ェ ー ス 板 の 後 方 に 弾 性 振 動 吸 収 材 を 設 け 、 弾 性 振 動 吸 収 材 に
は 気 体 と 液 体 が 含 ま れ る こ と に よ り 、 打 球 の 余 震 を 有 効 に 吸 収 す る こ と が で き る た め 、 ク
ラ ブ の 握 持 の 快 適 さ を 増 や す こ と が で き る 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構
造 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 四 の 目 的 は 、 フ ェ ー ス 板 の 後 方 に ゆ る み ば め の 方 式 で 弾 性 振 動 吸 収 材 を 設 け
、 さ ら に 調 整 部 材 を 利 用 し て 弾 性 振 動 吸 収 材 が フ ェ ー ス 板 に 当 接 す る 緩 さ を 調 整 す る こ と
に よ り 、 打 球 の 余 震 を 有 効 に 吸 収 す る こ と が で き る た め 、 ク ラ ブ の 握 持 の 快 適 さ を 増 や す
こ と が で き る 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を 提 供 し よ う と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の
構 造 は 、 下 記 の よ う に な る も の で あ る 。 す な わ ち 、
　 ヘ ッ ド 本 体 、 少 な く と も 一 個 の 弾 性 振 動 吸 収 材 お よ び 少 な く と も 一 個 の 調 整 部 材 に よ り
構 成 さ れ る 。 ヘ ッ ド 本 体 に は フ ェ ー ス 板 と 少 な く と も 一 個 の 収 容 室 が 設 け ら れ 、 フ ェ ー ス
板 の 正 面 は ゴ ル フ ボ ー ル を 打 球 す る の に 用 い ら れ 、 収 容 室 は ヘ ッ ド 本 体 の 後 方 に 設 け ら れ
る と 共 に 、 フ ェ ー ス 板 の 背 面 ま で 連 通 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 少 な く と も 一 個 の 弾 性 振 動
吸 収 材 は 弾 性 材 料 に よ り 製 成 さ れ る と 共 に 、 収 容 室 の 内 部 に 収 容 さ れ 、 さ ら に 弾 性 振 動 吸
収 材 は フ ェ ー ス 板 の 背 面 と は 部 分 的 に 接 触 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 少 な く と も 一 個 の 調 整
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部 材 は 弾 性 振 動 吸 収 材 が フ ェ ー ス 板 に 当 接 す る 緩 さ を 調 整 す る の に 用 い ら れ 、 弾 性 振 動 吸
収 材 の 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 変 え る こ と に よ っ て 余 震 を 有 効 に 吸 収 す る と 共 に 、 打 球 の 応 力 の
減 損 を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 は 、 調 整 部 材 は ね じ か ら
な る と 共 に 、 外 ね じ が 設 け ら れ 、 さ ら に 収 容 室 に は 対 応 す る よ う に 内 ね じ が 形 成 さ れ る こ
と も で き る 。 ま た 、 調 整 部 材 の 外 表 面 に は 他 に 少 な く と も 一 個 の 凹 欠 溝 が 設 け ら れ 、 凹 欠
溝 に よ り 調 整 部 材 を 調 整 す る こ と も で き る 。 ま た 、 弾 性 振 動 吸 収 材 は 貼 接 の 方 式 で 収 容 室
の 内 部 に 収 容 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 弾 性 振 動 吸 収 材 は ゆ る み ば め の 方 式 で 収 容 室 の
内 部 に 滑 動 自 在 に 収 容 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 収 容 室 と 弾 性 振 動 吸 収 材 は フ ェ ー ス 板
の ス イ ー ト ス ポ ッ ト の 背 面 に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 収 容 室 と 弾
性 振 動 吸 収 材 は フ ェ ー ス 板 の 余 震 が 集 中 す る 区 域 の 背 面 に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ 、 例 え
ば 背 面 の ヒ ー ル 部 と ト ウ 部 の 位 置 に 形 成 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 弾 性 振 動 吸 収 材 に は
エ ア バ ッ グ と 気 室 が 含 ま れ 、 エ ア バ ッ グ は 封 止 状 に 形 成 さ れ 、 さ ら に 気 室 に は 少 な く と も
一 部 分 の 気 体 が 充 填 さ れ る こ と に よ り 、 弾 性 振 動 吸 収 材 に は 気 体 に よ る 弾 性 圧 縮 の 特 性 を
有 す る よ う に 形 成 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 弾 性 振 動 吸 収 材 の 気 室 は 外 部 の 大 気 に 相 対
し て 等 圧 、 高 圧 に な る こ と が で き る よ う に 形 成 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 弾 性 振 動 吸 収
材 の 気 室 に は 一 部 分 の 液 体 を 注 入 す る こ と も で き る 。 ま た 、 液 体 は 水 、 油 、 ゲ ル 状 流 動 物
、 無 腐 食 性 の 水 溶 液 、 有 機 溶 液 、 混 合 溶 液 、 粘 着 性 を 有 す る 溶 液 か ら 選 択 す る こ と も で き
る 。 ま た 、 弾 性 振 動 吸 収 材 は 中 実 の 固 体 構 造 か ら な り 、 さ ら に 弾 性 振 動 吸 収 材 に は 固 体 の
弾 性 圧 縮 の 特 性 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 弾 性 振 動 吸 収 材 と 調 整 部
材 は 一 体 成 形 に な る よ う に 形 成 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 ヘ ッ ド 本 体 は ア イ ア ン 型 の ヘ
ッ ド か ら な り 、 ヘ ッ ド 本 体 に は キ ャ ビ テ ィ が 設 け ら れ 、 キ ャ ビ テ ィ に は フ ェ ー ス 板 の 背 面
が 露 出 さ れ 、 さ ら に 収 容 室 は キ ャ ビ テ ィ と 連 通 す る こ と も で き る 。 ま た 、 弾 性 振 動 吸 収 材
は 弾 性 材 料 に よ り 製 成 さ れ 、 例 え ば ゴ ム 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 熱 塑 性 弾 性 材 、 高 分 子 弾 性 樹 脂
に よ り 製 成 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 上 記 弾 性 材 料 の シ ョ ア ー 硬 度 は 好 ま し く は shore 
Ａ  １ ０ か ら shore Ｄ  ３ ０ の 間 に 介 在 す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 フ ェ ー ス 板 の 後 方
の 適 当 な 位 置 に 弾 性 振 動 吸 収 材 を 貼 接 さ せ 、 さ ら に 調 整 部 材 を 利 用 し て 弾 性 振 動 吸 収 材 が
フ ェ ー ス 板 に 当 接 す る 緩 さ を 調 整 し 、 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 変 え る こ と に よ り 、 ク ラ ブ の 握 持
の 快 適 さ を 増 や し 、 打 球 の 正 確 性 を 高 め 、 さ ら に 全 体 の 打 球 の 性 能 を 確 保 す る こ と が で き
る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 フ ェ ー ス 板 の 後 方
に 弾 性 振 動 吸 収 材 を 設 け 、 弾 性 振 動 吸 収 材 は エ ア バ ッ グ と 気 室 に よ り 組 成 さ れ る と 共 に 、
気 体 に 類 似 し た 弾 性 圧 縮 の 特 性 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 打 球 の 応 力 の 減 損 を 避 け る こ と
が で き る た め 、 全 体 の 打 球 の 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 フ ェ ー ス 板 の 後 方
に 弾 性 振 動 吸 収 材 を 設 け 、 弾 性 振 動 吸 収 材 に は 気 体 と 液 体 が 含 ま れ る こ と に よ り 、 打 球 の
余 震 を 有 効 に 吸 収 す る こ と が で き る た め 、 ク ラ ブ の 握 持 の 快 適 さ を 増 や す こ と が で き る と
い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 フ ェ ー ス 板 の 後 方
に ゆ る み ば め の 方 式 で 弾 性 振 動 吸 収 材 を 設 け 、 さ ら に 調 整 部 材 を 利 用 し て 弾 性 振 動 吸 収 材
が フ ェ ー ス 板 に 当 接 す る 緩 さ を 調 整 す る こ と に よ り 、 打 球 の 余 震 を 有 効 に 吸 収 す る こ と が
で き る た め 、 ク ラ ブ の 握 持 の 快 適 さ を 増 や す こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ 、 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 １ の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド
の 構 造 に は ヘ ッ ド 本 体 １ 、 少 な く と も 一 個 の 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ お よ び 少 な く と も 一 個 の 調
整 部 材 ３ が 含 ま れ る 。 ヘ ッ ド 本 体 １ は ア イ ア ン 型 の ヘ ッ ド か ら な り 、 ヘ ッ ド 本 体 １ に は フ
ェ ー ス 板 １ １ が 結 合 さ れ る と 共 に 、 ヘ ッ ド 本 体 １ に は キ ャ ビ テ ィ １ ２ と 収 容 室 １ ３ が 設 け
ら れ る 。 ヘ ッ ド 本 体 １ は 溶 接 、 硬 ろ う 付 け 、 嵌 設 、 螺 合 ま た は 一 体 成 形 の 方 式 に よ り フ ェ
ー ス 板 １ １ に 結 合 さ れ る こ と に よ り 、 フ ェ ー ス 板 １ １ を 利 用 し て ゴ ル フ ボ ー ル を 打 球 す る
こ と が で き る 。 キ ャ ビ テ ィ １ ２ は ヘ ッ ド 本 体 １ の 背 部 に 設 け ら れ る と 共 に 、 キ ャ ビ テ ィ １
２ に は フ ェ ー ス 板 １ １ の 背 面 が 露 出 さ れ る 。 収 容 室 １ ３ は ヘ ッ ド 本 体 １ １ の 後 部 の 下 方 に
凹 む よ う に 設 け ら れ 、 そ し て 好 ま し く は フ ェ ー ス 板 １ １ の ス イ ー ト ス ポ ッ ト （ sweet spot
） ま た は 余 震 が 集 中 す る 区 域 の 背 面 に 凹 む よ う に 形 成 さ れ 、 例 え ば ヒ ー ル 部 （ heel） ま た
は ト ウ 部 （ toe） の 位 置 に 形 成 さ れ る 。 収 容 室 １ ３ の 開 口 部 は 後 方 へ 向 く よ う に 形 成 さ れ
る と 共 に 、 前 方 へ 向 い て キ ャ ビ テ ィ １ ２ と フ ェ ー ス 板 １ １ の 背 面 を 連 通 す る よ う に 形 成 さ
れ る 。 さ ら に 、 収 容 室 １ ３ は 好 ま し く は 円 形 に 形 成 さ れ 、 さ ら に 収 容 室 １ ３ の 内 周 壁 に は
内 ね じ １ ３ １ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 再 び 図 １ 、 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 １ の 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ は 貼 接 ま た は 滑 動 自
在 の 方 式 に よ り 収 容 室 １ ３ の 内 部 に 収 容 さ れ る 。 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ は エ ア バ ッ グ ２ １ と 気
室 ２ ２ に よ り 組 成 さ れ る こ と に よ り 、 弾 性 に よ る ク ッ シ ョ ン の 功 能 が 形 成 さ れ る 。 エ ア バ
ッ グ ２ １ は 弾 性 材 料 に よ り 製 成 さ れ 、 例 え ば ゴ ム 、 ポ リ ウ レ タ ン （ PU， polyurethane） 、
熱 塑 性 弾 性 材 （ thermoplastic elastomer） ま た は 高 分 子 弾 性 樹 脂 な ど に よ り 製 成 さ れ る
。 上 記 の よ う な 弾 性 材 料 の シ ョ ア ー 硬 度 は 好 ま し く は shore Ａ  １ ０ か ら shore Ｄ  ３ ０ の
間 に 介 在 す る よ う に 制 御 さ れ る 。 気 室 ２ ２ は 封 止 状 に 形 成 さ れ 、 気 室 ２ ２ に 適 当 な 気 体 を
注 入 す る こ と が で き 、 そ し て 外 部 の 大 気 に 相 対 し て 例 え ば 等 圧 ま た は 高 圧 に な る こ と が で
き る よ う に 形 成 さ れ る 。 調 整 部 材 ３ は 好 ま し く は ね じ か ら な る と 共 に 、 調 整 部 材 ３ に は 外
ね じ ３ １ と 少 な く と も 一 個 の 凹 欠 溝 ３ ２ が 設 け ら れ る 。 調 整 部 材 ３ は 外 ね じ ３ １ に よ り 収
容 室 １ ３ の 内 ね じ １ ３ １ に 結 合 す る こ と が で き る た め 、 調 整 部 材 ３ を 利 用 し て 弾 性 振 動 吸
収 材 ２ が フ ェ ー ス 板 １ １ に 当 接 す る 緩 さ を 調 整 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ね じ 回 し ま た
は ス パ ナ な ど の 工 具 を 利 用 し て 凹 欠 溝 ３ ２ を 調 整 す る こ と に よ り 、 調 整 部 材 ３ の 螺 合 の 程
度 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 力 学 の 分 析 上 に お い て 、 ヘ ッ ド 本 体 １ が 打 球 時 に お い て ゴ ル フ ボ ー ル は 順 序 に 従 っ て 下
記 の 段 階 を 経 て お り 、 ａ ） フ ェ ー ス 板 １ １ と 接 触 し 始 め る 段 階 、 ｂ ） フ ェ ー ス 板 １ １ が 最
大 な 弾 性 変 形 を 生 じ る 段 階 、 ｃ ） 最 終 的 に フ ェ ー ス 板 １ １ か ら 離 脱 す る 段 階 で あ る 。 上 記
各 段 階 に お い て 、 フ ェ ー ス 板 １ １ が 後 方 へ 弾 性 変 形 を 生 じ た 時 、 フ ェ ー ス 板 １ １ に は 連 続
的 な 変 化 に よ っ て 必 ず 圧 力 が 生 じ る た め 、 上 記 圧 力 に よ り 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ を 押 圧 す る と
共 に 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ の 体 積 に は 連 続 的 な 圧 縮 変 形 が 生 じ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ の 気 室 ２ ２ に は 適 量 な 気 体 が 含 ま れ る た め 、 弾 性
振 動 吸 収 材 ２ に は 弾 性 に よ る ク ッ シ ョ ン の 功 能 が 形 成 さ れ 、 さ ら に 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ が 圧
力 を 受 け た 時 に は 比 較 的 弾 性 に よ る 圧 縮 変 形 が 生 じ 易 い 。 す な わ ち 、 上 記 ａ ） の 段 階 に お
い て 、 フ ェ ー ス 板 １ １ が 弾 性 変 形 を 生 じ 始 め 、 そ し て 比 較 的 小 さ い 圧 力 を 弾 性 振 動 吸 収 材
２ に 提 供 し て も 、 上 記 圧 力 が 段 々 大 き く な る と 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ の 体 積 が 瞬 間 的 に 圧 縮
し て 小 さ く な る の を 迅 速 に 促 成 す る こ と が で き る た め 、 本 発 明 に お い て 弾 性 振 動 吸 収 材 ２
が フ ェ ー ス 板 １ １ を 過 度 に 当 接 す る の を 有 効 に 避 け る こ と が で き 、 さ ら に 上 記 ゴ ル フ ボ ー
ル が フ ェ ー ス 板 １ １ に 停 留 す る 時 間 を 遅 延 す る こ と が で き る が 、 や は り 全 体 の 打 球 の 性 能
を 確 保 す る こ と が で き る 。 上 記 ｂ ） の 段 階 に お い て 、 フ ェ ー ス 板 １ １ に は 最 大 な 弾 性 変 形
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が 生 じ る と 共 に 、 最 大 な 圧 力 が 生 じ 、 上 記 圧 力 に よ り 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ を 最 大 な 圧 縮 の 体
積 に 近 い 状 態 ま で 圧 縮 す る た め 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ は フ ェ ー ス 板 １ １ に 当 接 し 支 持 す る と
共 に 、 上 記 ゴ ル フ ボ ー ル と フ ェ ー ス 板 １ １ と の 接 触 時 間 を 相 対 的 に 延 長 し 、 さ ら に 方 向 の
コ ン ト ロ ー ル 性 と 打 球 の 正 確 性 を 高 め る こ と が で き る 。 上 記 ｃ ） の 段 階 に お い て 、 フ ェ ー
ス 板 １ １ か ら 生 じ た 圧 力 が 段 々 と ゼ ロ に な る に 従 い 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ の 体 積 も 元 の 体 積
ま で 迅 速 に 回 復 す る た め 、 ゴ ル フ ボ ー ル を 打 ち 出 し た 後 、 フ ェ ー ス 板 １ １ か ら ゴ ル フ ボ ー
ル ま で フ ィ ー ド バ ッ ク し て い な い 部 分 的 な 打 球 の 応 力 に よ り 余 震 が 生 じ て し ま う が 、 弾 性
振 動 吸 収 材 ２ は フ ェ ー ス 板 １ １ に 確 実 に 緊 密 に 貼 接 す る よ う に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 上
記 余 震 を 有 効 に 吸 収 す る こ と が で き 、 さ ら に ク ラ ブ の 握 持 の 快 適 さ を 増 や す こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 再 び 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に お い て さ ら に 調 整 部 材 ３ を 利 用 し て 弾 性 振 動 吸 収 材 ２
が フ ェ ー ス 板 １ １ に 当 接 す る 緩 さ を 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 打 球 を 行 う 前 に
比 較 的 し ま る よ う に 調 整 し た 時 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ に は 予 め 予 圧 が 受 け ら れ 、 さ ら に 予 め
比 較 的 小 さ い 体 積 ま で 圧 縮 さ れ る た め 、 フ ェ ー ス 板 １ １ に 当 接 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 こ
の 時 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ に は 比 較 的 高 い 振 動 吸 収 の 効 果 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 そ れ
に 反 し て 、 比 較 的 緩 む よ う に 調 整 し た 時 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ と フ ェ ー ス 板 １ １ の 間 に は 比
較 的 大 き い 緩 衝 の 変 形 空 間 ま た は ゆ る み ば め の 自 由 度 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る こ と に よ
り 、 打 球 を 行 う 前 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ は 過 度 に フ ェ ー ス 板 １ １ に 当 接 す る こ と が な い た め
、 適 当 な 振 動 吸 収 の 効 果 を 獲 得 す る こ と が で き る と 同 時 に 、 打 球 の 性 能 を 確 保 す る こ と が
で き 、 さ ら に ゴ ル フ ボ ー ル と フ ェ ー ス 板 １ １ と の 接 触 時 間 を 相 対 的 に 延 長 す る こ と が で き
る た め 、 方 向 の コ ン ト ロ ー ル 性 と 打 球 の 正 確 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構
造 が 掲 示 さ れ る 。 実 施 例 １ と 比 較 す る と 、 実 施 例 ２ に お い て 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ の 気 室 ２ ２
に は 適 量 な 気 体 が 注 入 さ れ た 他 に 、 同 時 に 適 量 な 液 体 ２ ３ が 注 入 さ れ て い る 。 液 体 ２ ３ は
水 、 油 、 ゲ ル 状 流 動 物 、 無 腐 食 性 の 水 溶 液 、 有 機 溶 液 、 混 合 溶 液 ま た は 粘 着 性 を 有 す る 溶
液 か ら 選 択 す る 。 ヘ ッ ド 本 体 １ が 打 球 を 行 う 時 、 気 室 ２ ２ の 液 体 ２ ３ は そ の も の の 粘 性 か
ら 生 じ た 抵 抗 を 利 用 し て ヘ ッ ド 本 体 １ の 余 震 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 ま た 、 気 室 ２ ２ の
内 部 の 一 部 分 の 気 体 に よ り 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ の 気 体 の 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 維 持 す る こ と が で
き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構
造 が 掲 示 さ れ る 。 実 施 例 １ と 比 較 す る と 、 実 施 例 ３ に お い て 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ は 中 実 の 固
体 構 造 か ら な り 、 最 初 は 滑 動 自 在 な ゆ る み ば め の 方 式 に よ り 収 容 室 １ ３ に 収 容 さ れ る 。 弾
性 振 動 吸 収 材 ２ は 同 様 に 調 整 部 材 ３ に よ り フ ェ ー ス 板 １ １ と の 当 接 す る 緩 さ を 調 整 す る こ
と が で き る 。 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ に は 固 体 の 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 打
球 を 行 う 前 、 比 較 的 し ま る よ う に 調 整 し た 時 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ に は 予 め 予 圧 が 受 け ら れ
、 さ ら に 予 め 比 較 的 小 さ い 体 積 ま で 圧 縮 さ れ る た め 、 フ ェ ー ス 板 １ １ に 当 接 す る よ う に 形
成 さ れ る 。 こ の 時 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ に は 比 較 的 高 い 振 動 吸 収 の 効 果 を 有 す る よ う に 形 成
さ れ る 。 そ れ に 反 し て 、 比 較 的 緩 む よ う に 調 整 し た 時 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ に は 比 較 的 ゆ る
み ば め に よ る 揺 動 の 自 由 度 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ 、 そ し て 収 容 室 １ ３ の 内 部 に お い て 小
幅 な 移 動 を 行 う こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 打 球 を 行 う 前 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ は 過 度 に フ
ェ ー ス 板 １ １ に 当 接 す る こ と が な い た め 、 適 当 な 振 動 吸 収 の 効 果 を 獲 得 す る こ と が で き る
と 同 時 に 、 打 球 の 性 能 を 確 保 す る こ と が で き 、 さ ら に ゴ ル フ ボ ー ル と フ ェ ー ス 板 １ １ と の
接 触 時 間 を 相 対 的 に 延 長 す る こ と が で き る た め 、 方 向 の コ ン ト ロ ー ル 性 と 打 球 の 正 確 性 を
高 め る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 ４ の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構
造 が 掲 示 さ れ る 。 実 施 例 ３ と 比 較 す る と 、 実 施 例 ４ に お い て 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ は 調 整 部 材
３ と は 予 め 一 体 成 形 に な る よ う に 製 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 製 造 時 に お い て 本 発 明 は 予 め 金
属 材 料 ま た は 非 金 属 材 料 を 利 用 し て 調 整 部 材 ３ を 製 成 し 、 そ れ か ら 調 整 部 材 ３ の 一 端 に お
い て 弾 性 材 料 を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 、 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ を 一 体 に 成 形 さ せ る 。 ま た 、
同 じ 弾 性 材 料 を 利 用 し て 調 整 部 材 ３ と 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ を 一 体 成 形 に な る よ う に 製 成 す る
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 に お い て は 同 様 に 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 有 す る よ う に 形 成
さ れ る と 同 時 に 、 部 材 の 数 を 相 対 的 に 減 ら す と 共 に 、 組 立 の 作 業 を 簡 単 に す る こ と が で き
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 の 如 く 、 図 ６ に 示 す 従 来 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ
ば 、 中 実 の 振 動 吸 収 材 ２ ０ ０ を 利 用 し て フ ェ ー ス 板 １ １ に 緊 密 に 当 接 す る よ う に 形 成 さ れ
る が 、 打 球 の 振 動 を 有 効 に 吸 収 す る こ と が で き な い な ど の 問 題 点 が あ っ た が 、 図 １ に 示 す
本 発 明 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 フ ェ ー ス 板 １ １ の 後
方 に 弾 性 振 動 吸 収 材 ２ を 貼 接 し 、 さ ら に 調 整 部 材 を 利 用 し て フ ェ ー ス 板 １ １ に 当 接 す る 緩
さ ま た は ゆ る み ば め の 自 由 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 弾 性 圧 縮 の 特 性 を 確 実 に 適 当 に 調 整
す る こ と が で き る と 共 に 、 滑 動 の 自 由 度 を 保 留 す る こ と が で き る た め 、 全 体 の 打 球 の 性 能
を 確 保 し 、 方 向 の コ ン ト ロ ー ル 性 と 打 球 の 正 確 性 を 高 め 、 余 震 を 有 効 に 吸 収 し 、 さ ら に ク
ラ ブ の 握 持 の 快 適 さ を 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 そ の 精 神 及 び 必 須 の 特 徴 事 項 か ら 逸 脱 す る こ と な く 他 の や り 方 で 実 施 す る こ
と が で き る 。 従 っ て 、 本 明 細 書 に 記 載 し た 好 ま し い 実 施 例 は 例 示 的 な も の で あ り 、 限 定 的
な も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を 示 す 分 解
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み
立 て ら れ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み
立 て ら れ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み
立 て ら れ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み
立 て ら れ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 振 動 吸 収 の 調 整 可 能 な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ た 状
態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 　 　 １ 　 　 ヘ ッ ド 本 体 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 　 フ ェ ー ス 板
　 　 　 １ ２ 　 　 キ ャ ビ テ ィ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ 　 　 収 容 室
　 　 １ ３ １ 　 　 内 ね じ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 　 弾 性 振 動 吸 収 材
　 　 　 ２ １ 　 　 エ ア バ ッ グ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ２ 　 　 気 室
　 　 　 ２ ３ 　 　 液 体 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ 　 　 調 整 部 材
　 　 　 ３ １ 　 　 外 ね じ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ２ 　 　 凹 欠 溝
　 　 １ ０ ０ 　 　 ヘ ッ ド 本 体 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ １ 　 　 フ ェ ー ス 板
　 　 １ ０ ２ 　 　 キ ャ ビ テ ィ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ０ 　 　 振 動 吸 収 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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